
◎
原
子
力
損
害
の
補
完
的
な
補
償
に
関
す
る

条
約
の
実
施
に
伴
う
原
子
力
損
害
賠
償
資

金
の
補
助
等
に
関
す
る
法
律

（
平
成
二
六
年
一
一
月
二
八
日
法
律
第
一
三
三
号
）

一
、
提
案
理
由（
平
成
二
六
年
一
〇
月
三
一
日
・
衆
議
院
文
部
科
学

委
員
会

）

○
下
村
国
務
大
臣

こ
の
た
び
政
府
か
ら
提
出
い
た
し
ま
し
た
原
子
力
損

害
の
補
完
的
な
補
償
に
関
す
る
条
約
の
実
施
に
伴
う
原
子
力
損
害
賠
償
資

金
の
補
助
等
に
関
す
る
法
律
案
及
び
原
子
力
損
害
の
賠
償
に
関
す
る
法
律

及
び
原
子
力
損
害
賠
償
補
償
契
約
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
案
に
つ
い
て
、
そ
の
提
案
理
由
及
び
内
容
の
概
要
を
御
説
明
申
し
上
げ

ま
す
。

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に

伴
う
原
子
力
発
電
所
事
故
の
当
事
国
と
し
て
、
原
子
力
損
害
に
関
す
る
国

際
的
な
賠
償
制
度
の
構
築
に
貢
献
す
る
こ
と
が
我
が
国
の
責
務
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
締
約
国
間
で
補
完
的
な
資
金
調
達
の
制
度

を
設
け
る
こ
と
及
び
事
故
発
生
国
に
裁
判
管
轄
権
が
専
属
す
る
こ
と
等
を

定
め
、
国
際
原
子
力
機
関
に
お
い
て
平
成
九
年
に
採
択
さ
れ
た
原
子
力
損

害
の
補
完
的
な
補
償
に
関
す
る
条
約
に
つ
き
ま
し
て
、
我
が
国
と
し
て
締

結
す
る
こ
と
を
承
認
い
た
だ
く
た
め
に
、
今
国
会
に
提
出
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
般
提
出
い
た
し
ま
し
た
二
つ
の
法
律
案
は
、
と
も
に
相
ま
っ
て
、
こ

の
条
約
の
適
確
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
の
所
要
の
国
内
法
整
備
を
行
う

こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
原
子
力
損
害
の
補
完
的
な
補
償
に
関
す
る
条
約
の
実
施
に
伴
う

原
子
力
損
害
賠
償
資
金
の
補
助
等
に
関
す
る
法
律
案
に
つ
い
て
内
容
の
概

要
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

第
一
に
、
国
は
、
原
子
力
事
業
者
が
賠
償
す
る
原
子
力
損
害
の
金
額
が

政
令
で
定
め
る
金
額
を
超
え
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
原
子
力
事
業
者
に

対
す
る
原
子
力
損
害
の
賠
償
の
請
求
の
訴
え
に
つ
い
て
、
条
約
の
規
定
に

よ
り
日
本
の
裁
判
所
が
管
轄
権
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、

当
該
原
子
力
事
業
者
に
対
し
、
原
子
力
損
害
を
賠
償
す
る
た
め
に
必
要
な

資
金
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
二
に
、
文
部
科
学
大
臣
は
、
条
約
の
規
定
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
額
の

拠
出
金
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
た
め
、
各
原
子
力
事
業
者
か
ら
、
毎
年

度
、
一
般
負
担
金
を
徴
収
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
原
子
力

原
子
力
損
害
の
補
完
的
な
補
償
に
関
す
る
条
約
の
実
施
に
伴
う
原
子
力
損
害
賠
償
資
金
の
補
助
等
に

関
す
る
法
律
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事
業
者
が
賠
償
す
る
原
子
力
損
害
の
金
額
が
政
令
で
定
め
る
額
を
超
え
た

場
合
は
、
当
該
原
子
力
事
業
者
か
ら
特
別
負
担
金
を
徴
収
す
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。
負
担
金
の
額
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
拠
出
金
の
額
等
の
事

情
を
考
慮
し
て
、
政
令
で
定
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
法
律
案
は
、
条
約
が
日
本
国
に
つ
い
て
効
力
を
生
ず
る
日

か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
略
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

以
上
が
、
こ
れ
ら
の
法
律
案
の
提
案
理
由
及
び
そ
の
内
容
の
概
要
で
あ

り
ま
す
。

何
と
ぞ
、
十
分
御
審
議
の
上
、
速
や
か
に
御
可
決
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

二
、
衆
議
院
文
部
科
学
委
員
長
報
告

（
平
成
二
六
年
一
一
月
一
三
日
）

○
西
川
京
子
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
四
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
文
部
科
学
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
及
び
結
果
を
御
報
告
申
し

上
げ
ま
す
。

ま
ず
、
原
子
力
損
害
の
補
完
的
な
補
償
に
関
す
る
条
約
の
実
施
に
伴
う

原
子
力
損
害
賠
償
資
金
の
補
助
等
に
関
す
る
法
律
案
及
び
原
子
力
損
害
の

賠
償
に
関
す
る
法
律
及
び
原
子
力
損
害
賠
償
補
償
契
約
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
二
法
律
案
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

両
案
は
、
原
子
力
損
害
の
補
完
的
な
補
償
に
関
す
る
条
約
の
適
確
な
実

施
を
確
保
す
る
た
め
、
所
要
の
国
内
法
整
備
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た

も
の
で
あ
り
ま
す
。

両
案
は
、
去
る
十
月
三
十
日
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
翌
三
十
一
日
、

下
村
文
部
科
学
大
臣
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
を
聴
取
し
、
質
疑
を
行
い
ま

し
た
。
十
一
月
五
日
質
疑
を
終
局
し
、
昨
日
、
討
論
を
行
い
、
採
決
の
結

果
、
両
案
は
い
ず
れ
も
賛
成
多
数
を
も
っ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
両
案
に
対
し
附
帯
決
議
が
付
さ
れ
た
こ
と
を
申
し
添
え
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
略
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

○
附
帯
決
議（
平
成
二
六
年
一
一
月
一
二
日
）

政
府
は
、今
後
、次
の
事
項
に
つ
い
て
特
段
の
配
慮
を
す
べ
き
で
あ
る
。

一

原
子
力
損
害
賠
償
制
度
に
係
る
国
際
的
枠
組
み
が
、
各
国
及
び
我
が

国
の
国
民
の
福
祉
の
向
上
に
資
す
る
も
の
と
な
る
よ
う
、
我
が
国
は
、

近
隣
諸
国
を
含
む
国
際
社
会
に
対
し
、
原
子
力
損
害
賠
償
に
関
す
る
条

約
へ
の
加
盟
を
促
す
等
不
断
の
働
き
か
け
を
行
う
こ
と
。

二

政
府
は
、
原
子
力
損
害
の
賠
償
の
負
担
が
適
切
に
分
担
さ
れ
る
よ

う
、
原
子
力
事
業
者
と
関
連
事
業
者
と
の
契
約
関
係
の
適
切
な
在
り
方

に
留
意
す
る
こ
と
。

原
子
力
損
害
の
補
完
的
な
補
償
に
関
す
る
条
約
の
実
施
に
伴
う
原
子
力
損
害
賠
償
資
金
の
補
助
等
に

関
す
る
法
律
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三

政
府
は
、
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
係
る
損
害

賠
償
の
現
状
を
踏
ま
え
、
充
分
か
つ
迅
速
な
賠
償
が
行
わ
れ
る
よ
う
、

原
子
力
損
害
賠
償
制
度
に
つ
い
て
、
そ
の
抜
本
的
見
直
し
も
含
め
、
更

な
る
総
合
的
な
検
討
を
行
う
こ
と
。

四

政
府
は
、
原
発
輸
出
に
関
し
、
必
要
以
上
に
そ
の
道
を
開
く
こ
と
に

つ
な
が
ら
な
い
よ
う
、
両
法
の
慎
重
な
運
用
に
努
め
る
こ
と
。

三
、
参
議
院
文
教
科
学
委
員
長
報
告

（
平
成
二
六
年
一
一
月
二
一
日
）

○
水
落
敏
栄
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
両
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
文
教
科
学
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し

上
げ
ま
す
。

ま
ず
、
原
子
力
損
害
の
補
完
的
な
補
償
に
関
す
る
条
約
の
実
施
に
伴

う
原
子
力
損
害
賠
償
資
金
の
補
助
等
に
関
す
る
法
律
案
は
、
同
条
約
の

適
確
か
つ
円
滑
な
実
施
を
図
る
た
め
、
原
子
力
損
害
賠
償
資
金
の
補
助

そ
の
他
必
要
な
事
項
を
定
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
略
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
両
法
律
案
を
一
括
し
て
議
題
と
し
、
我

が
国
が
条
約
を
締
結
す
る
意
義
、
原
賠
法
の
抜
本
的
な
見
直
し
に
向
け

た
政
府
の
検
討
状
況
、
我
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
在
り
方
等
に
つ

い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
っ
て
御
承

知
願
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

質
疑
を
終
局
し
、
順
次
採
決
の
結
果
、
両
法
律
案
は
い
ず
れ
も
全
会

一
致
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し

た
。以

上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

原
子
力
損
害
の
補
完
的
な
補
償
に
関
す
る
条
約
の
実
施
に
伴
う
原
子
力
損
害
賠
償
資
金
の
補
助
等
に

関
す
る
法
律

八
六


